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岩倉市母子・父子家庭医療費支給条例の一部改正について 

岩倉市母子・父子家庭医療費支給条例の一部を改正する条例を別紙のよ

うに定めるものとする。 
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岩倉市母子・父子家庭医療費支給条例の一部を改正する条例 

岩倉市母子・父子家庭医療費支給条例（昭和５３年岩倉市条例第２３号）

の一部を次のように改正する。 

第２条第１項中「母子・父子家庭医療費」を「母子・父子家庭医療費（次

項第５号を除き、以下「医療費」という。）」に改め、同条第３項中「児童

扶養手当法（昭和３６年法律第２３８号）による児童扶養手当に係る所得

の範囲及びその額の計算」を「政令第３条第１項並びに第４条第１項及び

第２項の規定」に改める。 

第３条を削り、第４条を第３条とする。 

第５条中「第３条第１項」を「次条第１項」に改め、同条を第４条とし、

同条の次に次の１条を加える。 

（支給の範囲） 

第５条 市長は、受給者の疾病又は負傷について国民健康保険法又は社会

保険各法の規定による医療に関する給付が行われた場合において、当該

医療に関する給付の額と当該疾病又は負傷について法令の規定により国

又は地方公共団体の負担による医療に関する給付が行われた場合におけ

る給付の額との合計額が当該医療に要する費用の額に満たないときは、

規則で定める手続に従い、その者に対し、その満たない額に相当する額

を医療費として支給する。 

２ 前項の医療に要する費用の額は、診療報酬の算定方法の例により算定

した額（法令の規定に基づきこれと異なる算定方法によることとされて

いる場合においては、その算定方法によって算定した額）とする。ただ

し、現に要した費用の額を超えることはできない。 

第６条第１項中「第３条第１項」を「前条第１項」に改める。 

第８条中「病気」を「疾病」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行し、この条例による改正後の岩倉市母子・

父子家庭医療費支給条例第２条第３項の規定は、令和３年３月１日から適

用する。 


